BIS論壇　No.258　「最近の論調報告」２０１８年６月１日　中川十郎
５月２５日、青山学院大学で平和学の権威、ノルウエーのヨハン・ガルツングと鳩山由紀夫・元内閣総理大臣の講演会『東アジアの平和をどう作るか』に参加した。
　「平和学の父」として世界的に知られるヨハン・ガルツング氏は『安倍首相は「積極的平和」という私の言葉を盗用し、私が意図した本来の意味とは正反対のことをしようとしている』と安倍政権の姿勢を批判した。また日本の国会で議論されている集団的自衛権の行使についても「時代遅れの安全保障政策だ」と世界の潮流に逆行している。北東アジアの平和の傘構想を沖縄から積極的に提起してゆくべきだ」。「北朝鮮も含めた北東アジア経済共同体を構築し、北東アジアの平和を希求すべきだ」「核の傘ではなく、平和の傘を築く必要がある」と強調。日本が戦後70年もアメリカの植民地の状態にあることを一刻も早く脱し、日本独自の政治、経済、外交戦略を希求すべきだと強調された。全く同感である。
　白井　聡氏も近著『国体論』～菊と星条旗～で「日本はなぜかくも対米従属的なのか。トランプ大統領の機嫌を取ることに躍起な安倍政権を見るたびに誰しもこの疑問を思う」と問題提起している。 
　安部政権が中国の『一帯一路』に対抗して打ち出した「自由で開かれたインド太平洋」　戦略に呼応するがごとく，米国は［太平洋軍］を「インド太平洋軍」と名称を変えた。
日本政府は、最近、中國をしのぐ勢いで経済成長をしている印度を巻き込み、印度から将来発展が予想されるアフリカへの進出も模索しているようだ。だがインドの最大の貿易相手国は中国である。さらに中国、ロシアが主導する上海協力機構（SCO）にインドはパキスタンと共に2017年に加入。上海にあるBRICS新開発銀行（資本金500億ドル）の総裁はインドから出している。さらに最近の中国での習近平主席との会談でモデイ首相は「一帯一路」にインドも積極的に協力することで合意し、中国との関係強化を打ち出した。
　5月26日、東京国際大学国際交流研究所主催の公開講演会で講師の春名幹夫氏（共同通信元ワシントン支局長）は「米国トランプ政権は国内外に激しい動揺をもたらしている。国際的には米国の影響力低下が否定できず、逆に中国とロシアが影響力を拡大させつつあり、最近の米国の日欧中への貿易戦争は予断を許さぬものがある」との見解であった。
5月28日に東京で開催のコロンビア大学ビジネススクール主催の『日本が牽引する国際貿易体制とFinTech革命』でも一部講師は中国のAIIB(アジアインフラ投資銀行)への参加も検討に値するのではとの見解を表明した。さらに5月29日に日本国際フォーラムで講演したマイク・モチズキ、米ジョージワシントン大学教授は米日中の3カ国のアジア地域での海洋安全保障問題に関して日米の提携による安全保障の重要性を指摘した。「自由で開かれたインド太平洋戦略」については米国際問題戦略研究所のマイケル・グリーン副所長などは早くからこの構想を唱えており、中国に対抗し、日本、インドと協力し、発展するインド太平洋諸国を取り込みたいとの思惑が米国にあるようだとの見方であった。
　6月12日のシンガポールでの米朝首脳会談でアジア情勢は大きく変貌する可能性がある。
いつまでも安倍政権は北朝鮮に対し圧力だけ唱えていては世界の孤児になるのではないか。
